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ド
 

 3

3
．

妥
当

性
（
R

E
L
E
V

A
N

C
E
)プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

は
妥

当
で

あ
る

か
？

 

 
調

査
小

項
目

 
調

査
の

視
点

/
調

査
事

項
 

必
要

な
デ

ー
タ

 
情

報
源

 
調

査
手

法
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
目

的
は

、
パ

キ
ス

タ
ン

国
対

象
地

域
・
社

会
の

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
て

い
る

か
？

 
パ

キ
ス

タ
ン

国
の

洪
水

対
策

に
関

す
る

計
画

・
政

策
 

Ｎ
Ｆ

Ｐ
Ｐ

 
IV

 
*
資

料
レ

ビ
ュ

ー
 

*
聞

き
取

り
 

必
要

性
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
目

的
は

、
対

象
者

の
ニ

ー
ズ

に
合

致
し

て
い

る
か

？
 

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
（
洪

水
関

係
機

関
、

地
域

住
民

）
の

ニ
ー

ズ
 

*
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
資

料

*
Ｃ

Ｐ
 

*
資

料
レ

ビ
ュ

ー
 

*
聞

き
取

り
 

パ
キ

ス
タ

ン
国

の
開

発
政

策
と

の
整

合
性

は
あ

る
か

？
 

パ
キ

ス
タ

ン
国

の
防

災
に

関
す

る
政

策
 

*
Ｎ

Ｆ
Ｐ

Ｐ
 
IV

 

 
F
lo

o
d 

R
e
lie

f 
P

la
n

*
資

料
レ

ビ
ュ

ー
 

優
先

度
 

日
本

の
援

助
政

策
と

の
整

合
性

は
あ

る
か

？
 

日
本

の
援

助
政

策
 

*
J
IC

A
国

別
援

助
実

施
方

針
 

*
資

料
レ

ビ
ュ

ー
 

対
象

者
の

選
定

は
適

切
か

？
 

対
象

者
選

定
の

背
景

 
*
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
資

料

*
Ｃ

Ｐ
、

専
門

家
 

*
資

料
レ

ビ
ュ

ー
 

*
質

問
票

、
聞

き
取

り
 

妥 当 性 

手
段

の
適

正
性

 

事
業

実
施

機
関

の
選

定
は

適
切

か
？

 
実

施
機

関
の

選
定

の
背

景
 

*
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
資

料

*
専

門
家

 

*
資

料
レ

ビ
ュ

ー
 

*
質

問
票

、
聞

き
取

り
 

4
.有

効
性

 
（
E
F
F
E
C

T
IV

E
N

E
S

S
）
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
に

よ
り

、
期

待
さ

れ
て

い
た

効
果

は
発

現
す

る
か

？
 

 
調

査
小

項
目

 
調

査
の

視
点

/
調

査
事

項
 

必
要

な
デ

ー
タ

 
情

報
源

 
調

査
手

法
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
度

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

は
ど

の
程

度
達

成
さ

れ
た

か
？

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
績

検
証

結
果

 

*
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
資

料

*
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
 

*
そ

の
他

関
連

機
関

*
資

料
レ

ビ
ュ

ー
 

*
聞

き
取

り
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
は

、
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
実

施
に

よ
る

結
果

と
し

て
も

た
ら

さ
れ

て

い
る

か
？

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
と

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
関

連
 

*
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
 

*
質

問
票

、
聞

き
取

り
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
に

お
い

て
、

外
部

条
件

の
影

響
は

あ
る

か
？

 
外

部
条

件
／

そ
の

他
の

影
響

 
*
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
 

*
質

問
票

、
聞

き
取

り
 

有 効 性 

因
果

関
係

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
に

お
け

る
阻

害
／

貢
献

要
因

は
あ

る
か

？
 

阻
害

・
貢

献
要

因
の

事
例

 
*
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
 

*
質

問
票

、
聞

き
取

り
 

5
.効

率
性

（
E
F
F
IC

IE
N

C
Y
）
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
効

率
的

に
実

施
さ

れ
た

か
？

 

 
調

査
小

項
目

 
調

査
の

視
点

/
調

査
事

項
 

必
要

な
デ

ー
タ

 
情

報
源

 
調

査
手

法
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

は
ど

の
程

度
達

成
さ

れ
た

か
？

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
績

検
証

結
果

 
*
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
資

料

*
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
 

*
資

料
レ

ビ
ュ

ー
 

*
聞

き
取

り
、

質
問

票
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
達

成
度

 
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
達

成
を

促
進

／
阻

害
し

て
い

る
要

因
は

あ
る

か
？

外
部

条
件

に
よ

る
影

響
は

な
い

か
？

 
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
の

達
成

状
況

 
*
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
 

*
質

問
票

、
聞

き
取

り
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

を
産

出
す

る
た

め
に

十
分

な
活

動
で

あ
っ

た
か

？
 

活
動

実
績

、
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
の

達
成

状
況

 
*
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
 

*
聞

き
取

り
、

質
問

票
 

因
果

関
係

 
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
を

産
出

す
る

た
め

に
十

分
な

投
入

で
あ

っ
た

か
？

 
投

入
実

績
、

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
達

成
状

況
 

*
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
 

*
聞

き
取

り
、

質
問

票
 

効 率 性 

タ
イ

ミ
ン

グ
 

計
画

に
沿

っ
て

活
動

を
行

う
た

め
に

、
過

不
足

な
い

量
・
質

の
投

入
が

タ
イ

ミ
ン

グ
よ

く
実

施
さ

れ
た

か
？

 

投
入

実
績

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
状

況
 

*
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
資

料

*
専

門
家

、
C

P
 

*
資

料
レ

ビ
ュ

ー
 

*
質

問
票

、
聞

き
取

り
 

 



添
付

資
料

2 
評

価
グ

リ
ッ

ド
 

 4

6
.イ

ン
パ

ク
ト

 
（
IM

P
A

C
T
）
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

に
よ

る
波

及
効

果
は

あ
る

か
？

 

 
調

査
小

項
目

 
調

査
の

視
点

/
調

査
事

項
 

必
要

な
デ

ー
タ

 
情

報
源

 
調

査
手

法
 

上
位

目
標

は
達

成
さ

れ
る

見
込

み
か

？
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

績
検

証
結

果
 

*
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
 

*
質

問
票

、
聞

き
取

り
 

上
位

目
標

の
達

成
見

込
み

上
位

目
標

の
達

成
を

促
進

／
阻

害
し

て
い

る
要

因
は

あ
る

か
？

外
部

条
件

に
よ

る
影

響
は

な
い

か
？

 

上
位

目
標

の
達

成
見

込
み

 
*
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
 

*
質

問
票

、
聞

き
取

り
 

因
果

関
係

 
上

位
目

標
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

に
基

づ
い

て
達

成
さ

れ
る

か
？

 
実

績
、

外
部

条
件

の
影

響
確

認
、

貢
献

・
阻

害
要

因
の

確
認

 
*
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
 

*
質

問
票

、
聞

き
取

り
 

想
定

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

プ
ラ

ス
の

影
響

は
あ

る
か

？
 

該
当

す
る

事
例

の
確

認
 

*
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
 

*
質

問
票

、
聞

き
取

り
 

イ ン パ ク ト 

波
及

効
果

 
想

定
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
マ

イ
ナ

ス
の

影
響

は
あ

る
か

？
 

該
当

す
る

事
例

の
確

認
 

*
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
 

*
質

問
票

、
聞

き
取

り
 

7
.自

立
発

展
性

（
S
U

S
T
A

IN
A

B
IL

IT
Y
）
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
効

果
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
継

続
・
発

展
し

て
い

く
か

？
 

 
調

査
小

項
目

 
調

査
の

視
点

/
調

査
事

項
 

必
要

な
デ

ー
タ

 
情

報
源

 
調

査
手

法
 

政
策

・
制

度
面

 
ラ

イ
ヌ

ラ
ー

川
洪

水
危

機
管

理
体

制
の

強
化

に
対

す
る

政
策

は
協

力
終

了
後

も
継

続

す
る

か
？

 

当
該

事
業

に
お

け
る

政
策

の
継

続
の

見
込

み
 

*
N

P
F
F
,F

R
P

 
 

*
資

料
レ

ビ
ュ

ー
 

 

組
織

/
体

制
面

 

ラ
イ

ヌ
ラ

ー
川

に
お

け
る

洪
水

予
警

報
を

的
確

に
行

う
た

め
に

、
連

携
機

関
の

連
携

体
制

は
十

分
か

？
 

関
連

機
関

（
主

に
F
F
C

,P
M

D
,C

D
G

R
-
R

es
cu

e1
12

2
,C

iv
il 

D
e
fe

n
se

）
の

業
務

分
掌

、
人

員
体

制
、

F
R

P
の

認
知

度
・
理

解
度

 

 タ
ス

ク
フ

ォ
ー

ス
の

業
務

分
掌

 

*
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
 

*
質

問
票

、
聞

き
取

り
 

財
政

面
 

協
力

終
了

後
も

効
果

を
持

続
さ

せ
る

上
で

、
関

連
機

関
の

予
算

の
確

保
は

十
分

か
？

（
機

材
の

維
持

管
理

費
も

含
む

）
 

予
警

報
シ

ス
テ

ム
の

維
持

管
理

費
（C

D
G

R
 ,
P

M
D

）
 

 啓
発

活
動

・
避

難
訓

練
等

の
活

動
予

算
（
タ

ス
ク

フ
ォ

ー
ス

の
予

算
）
 

*
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
 

*
質

問
票

、
聞

き
取

り
 

協
力

終
了

後
も

効
果

を
持

続
さ

せ
る

上
で

、
関

連
機

関
の

技
術

レ
ベ

ル
は

十
分

か
？

洪
水

予
報

に
必

要
な

技
術

の
習

得
度

（
P

D
M

）
 

 警
報

発
令

手
順

の
理

解
度

（
主

に
F
F
C

,P
M

D
,C

D
G

R
-
R

e
sc

ue
11

22
, 

C
iv

il 
D

e
fe

ns
e）

 

 啓
発

活
動

の
手

順
、

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
作

製
に

関
す

る
技

術
（
タ

ス
ク

フ
ォ

ー
ス

）
 

*
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
 

*
資

料
レ

ビ
ュ

ー
 

*
質

問
票

、
聞

き
取

り
 

技
術

面
 

資
機

材
の

維
持

管
理

は
適

切
に

お
こ

な
わ

れ
て

い
る

か
？

 
供

与
さ

れ
た

機
材

の
整

備
状

況
 

（
R

es
cu

e
 1

12
2
, 
P

M
D

）
 

*
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
 

 

*
資

料
レ

ビ
ュ

ー
 

*
質

問
票

、
聞

き
取

り
 

自 立 発 展 性 

そ
の

他
 

自
立

発
展

性
に

影
響

を
与

え
る

阻
害

・
促

進
要

因
は

あ
る

か
？

 
該

当
す

る
事

例
の

確
認

 
*
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
 

*
質

問
票

、
聞

き
取

り
 

 



添
付

資
料

3 
評

価
グ

リ
ッ

ド
（

結
果

）
 

 1

パ
キ

ス
タ

ン
共

和
国

ラ
イ

ヌ
ラ

ー
川

洪
水

危
機

管
理

強
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

時
評

価
：
 

評
価

グ
リ

ッ
ド

(結
果

) 

1
．

実
績

の
検

証
 （

A
C

H
IE

V
E
M

E
N

T
) 

 
調

査
小

項
目

 
結

果
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

上
位

目
標

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

進
捗

し
て

い
る

。
上

位
目

標
は

「
対

象
地

域
に

お
け

る
洪

水
時

の
被

害
者

数
の

減
少

」
で

あ
る

が
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
期

間
中

に
は

大
規

模
な

洪
水

は
起

き
て

い
な

い
た

め
、

指
標

に
基

づ
く
上

位
目

標
の

達
成

見
込

み
の

検
証

は
困

難
で

あ
っ

た
。

ラ
ワ

ル
ピ

ン
デ

ィ
県

の
降

雨
・

洪
水

被
害

状
況

に
つ

い
て

は
、

洪
水

発
生

回
数

は
2
0
0
8

年
に

1
件

、
2
0
0
9

年
で

は
0

件
で

あ
っ

た
。

 

上
位

目
標

の
達

成
見

込
み

 
住

民
に

対
す

る
洪

水
危

機
管

理
に

係
る

啓
発

活
動

を
継

続
し

、
住

民
自

ら
が

正
し

く
安

全
な

避
難

方
法

を
知

る
こ

と
は

、
上

位
目

標
の

達
成

に
不

可
欠

で
あ

る
。

さ
ら

に
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

よ
う

な
非

構
造

物
対

策
に

加
え

、
長

期
的

な
観

点
か

ら
根

本
的

に
洪

水
被

害
を

軽
減

す
る

た
め

に
は

、
構

造
物

対
策

も
重

要
な

要
素

と
い

え
る

。
 

実 績 の 検 証 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
状

況
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
は

概
ね

達
成

さ
れ

た
と

判
断

し
た

。
以

下
、

指
標

の
達

成
状

況
で

あ
る

。
 

 
 

R
e
vi

se
d 

fl
o
o
d 

re
lie

f 
pl

an
 i
s 

au
th

o
ri
ze

d 
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
４

の
活

動
で

、
関

連
機

関
の

①
指

揮
・
命

令
系

統
、

②
情

報
伝

達
シ

ス
テ

ム
、

③
役

割
の

明
確

化
や

情
報

伝
達

の
効

率
化

に
焦

点
を

置
き

、
2
0
0
8

年
、

2
0
0
9

年
の

F
R

P
の

改
訂

作
業

の
際

に
技

術
的

な
ア

ド
バ

イ
ス

を
行

っ
た

。
そ

れ
ぞ

れ
の

F
R

P
は

D
C

O
の

承
認

を
得

た
。

  
 


 

F
lo

o
d 

re
lie

f 
pl

an
 i
s 

u
se

d 
by

 r
e
la

te
d 

o
rg

an
iz

at
io

n
s 

F
lo

o
d 

R
e
lie

f 
C

o
m

m
it
te

e
 

D
C

O
の

承
認

を
受

け
た

F
R

P
は

、
C

D
G

R
を

通
じ

て
雨

季
前

に
関

係
機

関
に

配
布

さ
れ

た
。

F
R

P
は

”
本

文
 第

３
章

 
表

3
-
7
”
に

示
す

情
報

共
有

の
場

を
通

じ
て

、
関

係
機

関
と

共
有

さ
れ

て
い

る
。

さ
ら

に
、

日
本

人
専

門
家

の
発

案
に

よ
り

、
F
R

C
の

有
効

活
用

を
目

的
に

、
F
R

C
メ

ン
バ

ー
に

よ
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
訓

練
が

実
施

さ
れ

た
。

そ
の

結
果

、
い

く
つ

か
の

機
関

の
間

で
十

分
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
や

意
思

伝
達

が
な

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

が
判

明
し

、
D

C
O

か
ら

は
2

度
目

の
実

施
を

す
る

よ
う

指
示

が
あ

っ
た

が
、

そ
の

後
実

施
さ

れ
て

い
な

い
。

 
 


 

H
az

ar
d 

m
ap

 a
n
d 

e
va

c
u
at

io
n
 p

la
c
e
s 

ar
e
 k

n
o
w

n
 a

m
o
n
g 

pe
o
pl

e
 

2
種

類
の

啓
発

活
動

に
係

る
イ

ン
パ

ク
ト

調
査

が
日

本
人

専
門

家
と

タ
ス

ク
フ

ォ
ー

ス
に

よ
っ

て
実

施
さ

れ
た

。
第

一
回

目
の

イ
ン

パ
ク

ト
調

査
は

、
2
0
0
9

年
7

月
、

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の

認
知

度
に

関
し

、
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
域

の
住

民
4
5
5

名
を

ラ
ン

ダ
ム

に
選

定
し

て
実

施
さ

れ
た

。
そ

の
結

果
に

よ
る

と
、

5
0
％

以
上

の
住

民
が

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

全
く
理

解
し

て
い

な
い

こ
と

が
判

明
し

た
。

こ
の

調
査

の
分

析
コ

メ
ン

ト
の

中
に

は
、

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の

記
載

内
容

が
地

域
住

民
の

理
解

度
を

超
え

た
複

雑
な

内
容

に
な

っ
て

い
る

と
い

う
指

摘
が

さ
れ

て
い

る
。

2
回

目
の

イ
ン

パ
ク

ト
調

査
は

、
タ

ス
ク

フ
ォ

ー
ス

に
よ

っ
て

、
2
0
0
9

年
9

月
、

啓
発

活
動

の
参

加
者

3
5
4

名
を

対
象

に
実

施
さ

れ
た

。
そ

の
結

果
に

よ
る

と
、

約
6
6
％

が
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
活

用
を

理
解

し
て

い
る

も
の

の
、

依
然

と
し

て
3
3
％

の
参

加
者

は
全

く
理

解
し

て
い

な
い

と
い

う
回

答
が

出
て

い
る

。
さ

ら
に

、
8
5
％

の
参

加
者

が
タ

ス
ク

フ
ォ

ー
ス

に
よ

る
啓

発
活

動
の

実
施

を
希

望
し

て
い

る
こ

と
も

判
明

し
た

。
 

 


 
C

o
n
ti
n
u
it
y 

o
f 
e
va

c
u
at

io
n
 d

ri
lls

 w
it
h
 i
n
it
ia

ti
ve

 o
f 
P

ak
is

ta
n
i 
si

de
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

期
間

中
、

避
難

訓
練

は
2

回
実

施
さ

れ
た

。
タ

ス
ク

フ
ォ

ー
ス

・
メ

ン
バ

ー
に

と
っ

て
避

難
訓

練
の

実
施

は
初

め
て

の
経

験
で

あ
っ

た
が

、
積

極
的

な
研

修
等

へ
の

参
加

に
よ

り
、

啓
発

活
動

の
実

施
に

必
要

な
基

本
的

な
知

識
・
技

術
を

習
得

し
た

。
し

か
し

、
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
は

避
難

訓
練

の
定

期
的

な
実

施
の

重
要

性
を

認
識

し
て

い
る

も
の

の
、

D
C

O
か

ら
承

認
さ

れ
た

予
算

の
支

出
の

遅
延

に
よ

り
、

現
時

点
で

は
次

年
度

の
避

難
訓

練
を

含
む

啓
発

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

活
動

計
画

の
改

訂
は

行
わ

れ
て

い
な

い
。
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 2

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
 


 

1
-
1
. 
U

p
gr

ad
in

g 
m

o
re

 t
h
an

 3
 s

ta
ff

 i
n
to

 a
 t

e
ac

h
in

g 
le

ve
l 
in

 P
M

D
 w

h
o
 u

n
de

rs
ta

n
d 

o
f 
ru

n
o
ff

 m
e
c
h
an

is
m

 
P

M
D

の
職

員
は

気
象

学
の

専
門

家
が

殆
ど

で
あ

り
、

水
文

学
の

バ
ッ

ク
・
グ

ラ
ウ

ン
ド

を
も

つ
者

は
少

な
い

。
こ

の
よ

う
な

背
景

か
ら

、
洪

水
予

測
・
警

報
に

関
わ

る
P

M
D

職
員

が
、

流
出

メ
カ

ニ
ズ

ム
に

関
す

る
基

礎
的

な
水

文
知

識
を

習
得

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
、

日
本

人
専

門
家

に
よ

る
講

義
・
演

習
が

実
施

さ
れ

た
。

受
講

者
に

対
す

る
聞

き
取

り
調

査
で

は
、

研
修

の
内

容
は

、
彼

ら
の

技
術

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
て

お
り

有
益

で
あ

っ
た

と
の

回
答

を
得

た
。

参
考

ま
で

に
、

2
年

次
の

出
席

率
を

み
る

と
、

9
名

の
受

講
者

の
う

ち
7

名
は

9
0
％

以
上

の
研

修
に

参
加

し
て

お
り

、
関

心
の

高
さ

が
う

か
が

え
る

。
一

連
の

研
修

・
演

習
の

後
、

受
講

生
の

理
解

度
を

測
定

す
る

た
め

に
、

日
本

人
専

門
家

に
よ

る
試

験
と

個
別

面
談

が
実

施
さ

れ
た

。
そ

の
結

果
、

本
試

験
を

受
講

し
た

7
名

の
う

ち
、

5
名

が
他

の
職

員
に

教
え

る
こ

と
が

で
き

る
レ

ベ
ル

に
達

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
た

。
 

 


 
1
-
2
. 
E
xe

rc
is

e
 o

f 
fl
o
o
d
 s

im
u
la

ti
o
n
 m

o
de

l 
at

 l
e
as

t 
o
n
c
e
 a

 w
e
e
k 

as
 b

as
e
d
 o

n
 t

h
e
 t

ra
in

in
g 

sc
h
e
du

le
 

洪
水

発
生

予
測

モ
デ

ル
の

水
文

研
修

・
演

習
は

、
日

本
人

専
門

家
の

滞
在

中
は

金
曜

日
と

日
曜

日
を

除
き

、
毎

日
午

前
中

に
実

施
さ

れ
た

。
P

M
D

職
員

に
よ

る
と

、
日

本
人

専
門

家
が

不
在

の
場

合
は

、
受

講
生

は
専

門
家

か
ら

与
え

ら
れ

た
課

題
を

こ
な

し
、

メ
ー

ル
等

な
ど

で
専

門
家

に
提

出
し

、
自

己
学

習
を

し
て

い
た

と
の

こ
と

で
あ

る
。

終
了

時
評

価
時

点
で

日
本

人
専

門
家

の
派

遣
期

間
は

終
了

し
て

い
た

が
、

研
修

を
受

講
し

た
P

M
D

職
員

は
、

若
手

の
技

術
者

や
気

象
学

者
に

対
し

て
、

水
文

学
や

M
IK

E
1
1

に
関

す
る

勉
強

会
を

行
っ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
こ

の
よ

う
な

組
織

内
で

の
勉

強
会

は
、

P
M

D
職

員
の

技
術

面
の

持
続

性
に

貢
献

す
る

と
考

え
る

。
 

 
 

1
-
3
. 
U

p
gr

ad
in

g 
m

o
re

 t
h
an

 3
 s

ta
ff

 i
n
to

 a
 t

e
ac

h
in

g 
le

ve
l 
in

 P
M

D
 w

h
o
 c

an
 u

ti
liz

e
 o

f 
fl
o
o
d 

si
m

u
la

ti
o
n
 m

o
d
e
l 

よ
り

信
頼

性
の

高
い

警
報

基
準

を
設

定
す

る
上

で
必

要
と

な
る

、
M

IK
E
1
1

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

を
用

い
た

洪
水

発
生

予
測

モ
デ

ル
の

演
習

が
実

施
さ

れ
た

。
日

本
人

専
門

家
に

よ
る

試
験

・
面

談
の

結
果

に
よ

る
と

、
4

名
の

P
M

D
職

員
が

他
の

職
員

に
教

え
る

こ
と

が
で

き
る

レ
ベ

ル
に

達
し

て
い

る
。

 
 


 

1
-
4
. 
R

e
vi

se
d 

c
ri
te

ri
a 

fo
r 

th
e
 f

lo
o
d 

w
ar

n
in

g 
c
o
de

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
時

は
水

文
デ

ー
タ

の
不

足
と

い
う

問
題

に
直

面
し

た
も

の
の

、
入

手
可

能
な

降
雨

デ
ー

タ
や

M
IK

E
1
1

に
よ

る
モ

デ
ル

・
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
に

基
づ

き
、

洪
水

警
報

基
準

の
改

訂
が

行
わ

れ
た

。
警

報
基

準
に

は
、

「
P

re
-
al

e
rt

」
「A

le
rt

」「
E
va

cu
at

io
n
」
と

い
う

3
つ

の
レ

ベ
ル

が
あ

る
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
期

間
中

、
2
0
0
8

年
と

2
00

9
年

の
雨

季
前

に
2

回
改

訂
が

行
わ

れ
た

。
 

 


 
1
-
5
. 
C

o
n
du

c
t 

o
f 
o
pe

ra
ti
o
n
 a

n
d 

m
ai

n
te

n
an

ce
 o

f 
th

e
 s

ys
te

m
 b

as
e
d 

on
 t

h
e
 O

/
M

 M
an

u
al

 p
ro

pe
rl
y 

2
0
0
5
－

20
07

年
度

の
無

償
資

金
協

力
に

よ
っ

て
設

置
さ

れ
た

F
F
W

S
 機

材
の

適
切

な
維

持
管

理
に

必
要

な
知

識
や

技
術

を
習

得
す

る
た

め
、

O
/
M

 
マ

ニ
ュ

ア
ル

が
作

成
さ

れ
、

そ
れ

に
関

す
る

講
義

・
演

習
が

実
施

さ
れ

た
。

終
了

時
評

価
調

査
団

は
、

聞
き

取
り

調
査

や
サ

イ
ト

訪
問

を
通

じ
て

、
P

M
D

職
員

の
努

力
に

よ
り

、
そ

れ
ら

の
機

材
は

概
ね

良
好

に
維

持
管

理
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
達

成
状

況
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

2
 


 

2
-
1
. 
R

e
vi

e
w

 c
ri
te

ri
a 

fo
r 

th
e
 f
lo

o
d 

w
ar

n
in

g 
c
o
de

 
指

標
1
-
4

で
言

及
し

た
と

お
り

、
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
と

日
本

人
専

門
家

に
よ

り
警

報
基

準
の

改
訂

が
行

わ
れ

た
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
期

間
中

、
警

報
基

準
は

2
回

改
訂

さ
れ

、
最

新
の

も
の

は
2
0
0
9

年
6

月
の

雨
季

前
に

見
直

さ
れ

、
実

際
の

予
警

報
発

出
の

業
務

に
導

入
さ

れ
た

。
よ

り
信

頼
性

の
高

い
警

報
発

出
を

行
う

た
め

に
は

、
最

新
の

気
象

・
水

文
デ

ー
タ

に
基

づ
き

警
報

基
準

の
定

期
的

な
見

直
し

を
行

う
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

 
 


 

2
-
2
. 
C

o
n
du

c
t 

o
f 
o
pe

ra
ti
o
n
 a

n
d 

m
ai

n
te

n
an

ce
 o

f 
th

e
 s

ys
te

m
 b

as
e
d 

on
 t

h
e
 O

/
M

 M
an

u
al

 p
ro

pe
rl
y 

レ
ス

キ
ュ

ー
1
1
2
2

の
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
に

対
し

、
警

報
発

出
に

係
る

機
材

運
用

に
係

る
O

J
T

が
実

施
さ

れ
た

。
O

/
M

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

基
づ

い
た

研
修

、
本

邦
研

修
へ

の
参

加
を

通
じ

て
、

日
常

的
に

機
材

を
維

持
管

理
す

る
重

要
性

を
学

び
、

実
際

の
業

務
に

活
か

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

本
調

査
で

は
一

部
の

警
報

局
の

視
察

を
行

っ
た

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
当

初
は

破
損

・
盗

難
・
ゴ

ミ
の

投
棄

な
ど

が
深

刻
な

問
題

と
し

て
報

告
さ

れ
て

い
た

が
、

現
在

は
破

損
・
盗

難
防

止
用

の
フ

ェ
ン

ス
と

注
意

書
き

を
設

置
、

定
期

的
な

清
掃

が
行

わ
れ

て
お

り
、

大
幅

に
改

善
さ

れ
た

こ
と

を
確

認
し

た
。

し
か

し
、

予
算

面
で

は
課

題
が

報
告

さ
れ

て
い

る
。

特
に

D
P

C
C

の
電

気
・
通

信
料

金
は

C
D

G
R

か
ら

支
出

さ
れ

る
こ

と
に

な
っ

て
い

る
が

、
終

了
時

調
査

実
施

時
点

で
は

適
切

に
支

出
さ

れ
て

お
ら

ず
、

阻
害

要
因

と
な

っ
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 3

て
い

る
。

こ
の

点
に

関
し

て
は

、
機

材
の

維
持

管
理

に
お

け
る

技
術

面
・
予

算
面

の
責

任
所

在
の

明
確

化
を

図
る

べ
く
‘
R

e
sp

o
n
si

bi
lit

y 
o
f 
M

ai
n
te

n
an

ce
 W

o
rk

’
と

い
う

文
書

が
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
会

議
で

合
意

さ
れ

、
レ

ス
キ

ュ
ー

1
1
2
2

は
C

D
G

R
へ

速
や

か
な

予
算

の
執

行
を

要
請

し
て

い
る

。
 

 
 

2
-
3
. 
C

o
n
du

c
t 

o
f 
o
pe

ra
ti
o
n
al

 d
ri
ll 

fo
r 

w
ar

n
in

g 
sy

st
e
m

 a
t 

le
as

t 
on

c
e
 f
o
r 

e
ac

h
 d

u
ty

 g
ro

u
p
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

期
間

中
、

レ
ス

キ
ュ

ー
1
1
2
2

の
警

報
発

出
を

担
当

す
る

全
て

の
オ

ペ
レ

ー
タ

ー
を

対
象

に
、

警
報

発
出

に
係

る
訓

練
が

合
計

3
回

行
わ

れ
た

。
2
0
0
8

年
4

月
か

ら
2
0
09

年
7

月
ま

で
の

洪
水

警
報

発
出

に
よ

る
と

、
P

M
D

か
ら

送
信

さ
れ

た
6

件
の

「
A

le
rt

」
情

報
と

1
件

の
「
E
va

c
u
at

io
n」

情
報

に
対

し
、

レ
ス

キ
ュ

ー
1
1
2
2

は
そ

れ
ぞ

れ
の

情
報

に
基

づ
き

警
報

発
出

を
行

っ
て

い
る

こ
と

が
分

か
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

従
う

な
ら

ば
、

本
来

、
警

報
発

出
に

関
し

て
は

6
回

の
サ

イ
レ

ン
を

鳴
ら

さ
な

け
れ

ば
な

ら
な

か
っ

た
と

こ
ろ

、
2

回
し

か
サ

イ
レ

ン
を

鳴
ら

し
て

お
ら

ず
、

そ
の

他
は

放
送

に
よ

る
呼

び
か

け
の

み
で

あ
っ

た
。

サ
イ

レ
ン

を
鳴

ら
さ

な
か

っ
た

理
由

に
つ

い
て

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

P
M

D
か

ら
の

警
報

情
報

を
受

け
取

っ
た

数
分

後
、

水
位

が
下

が
り

始
め

た
た

め
、

放
送

に
よ

る
呼

び
か

け
に

と
ど

め
た

と
の

事
で

あ
っ

た
。

こ
の

よ
う

に
、

一
部

に
お

い
て

は
依

然
と

し
て

目
視

や
個

人
の

判
断

に
依

存
し

て
い

る
部

分
も

あ
る

こ
と

か
ら

、
よ

り
信

頼
性

の
高

い
洪

水
警

報
の

発
出

の
た

め
、

よ
り

実
用

性
の

高
い

マ
ニ

ュ
ア

ル
改

訂
な

ど
を

通
じ

て
、

情
報

伝
達

や
警

報
発

出
に

お
け

る
統

一
し

た
基

準
が

設
け

ら
れ

る
べ

き
で

あ
る

。
 

 ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

3
 


 

3
-
1
. 
H

az
ar

d 
m

ap
s 

pr
e
pa

re
d 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

の
再

委
託

先
よ

り
入

手
さ

れ
た

航
空

地
図

に
基

づ
き

、
日

本
人

専
門

家
の

指
導

の
下

、
タ

ス
ク

フ
ォ

ー
ス

の
メ

ン
バ

ー
は

、
洪

水
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
作

成
し

た
。

こ
の

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
は

、
全

対
象

地
域

（
ゾ

ー
ン

1
-
8
）
版

と
各

ゾ
ー

ン
版

が
あ

る
。

洪
水

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
は

、
地

域
住

民
が

洪
水

時
に

適
切

に
避

難
で

き
る

よ
う

、
冠

水
地

域
、

避
難

所
、

避
難

経
路

、
連

絡
先

、
サ

イ
レ

ン
・
パ

タ
ー

ン
、

避
難

時
の

持
ち

物
な

ど
が

明
記

さ
れ

て
い

る
。

洪
水

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

よ
り

多
く
の

人
々

に
周

知
す

る
た

め
に

、
対

象
地

域
の

公
共

の
場

に
合

計
5
0

の
ポ

ス
タ

ー
（
室

内
）
、

1
0

か
所

に
ビ

ル
ボ

ー
ド

（
屋

外
）
を

設
置

し
た

。
加

え
て

、
ゾ

ー
ン

3
，

4
，

5
の

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の

パ
ン

プ
レ

ッ
ト

を
作

成
し

、
啓

発
活

動
等

で
配

布
し

た
。

対
象

地
域

は
識

字
率

の
低

い
貧

困
層

が
居

住
す

る
地

域
で

も
あ

る
の

で
、

そ
の

よ
う

な
人

々
に

も
理

解
し

て
も

ら
え

る
よ

う
な

簡
易

な
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
作

成
が

今
後

の
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

 
 


 

3
-
2
.G

u
id

el
in

e
 f
o
r 

D
is

as
te

r 
A

w
ar

e
n
e
ss

 A
c
ti
vi

ti
e
s 

pr
e
pa

re
d 

タ
ス

ク
フ

ォ
ー

ス
が

啓
発

活
動

を
適

切
に

実
施

す
る

た
め

に
、

「
災

害
啓

発
活

動
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」
が

作
成

さ
れ

た
。

タ
ス

ク
フ

ォ
ー

ス
は

対
象

地
域

で
の

啓
発

活
動

の
実

施
前

に
、

こ
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
基

づ
く
研

修
を

受
講

し
た

。
こ

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

は
、

タ
ス

ク
フ

ォ
ー

ス
・
メ

ン
バ

ー
の

構
成

や
設

立
の

目
的

、
ま

た
啓

発
活

動
の

実
施

手
順

な
ど

が
明

記
さ

れ
て

い
る

。
終

了
時

評
価

時
点

で
は

、
こ

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
は

ド
ラ

フ
ト

の
段

階
で

あ
る

が
、

タ
ス

ク
フ

ォ
ー

ス
・
メ

ン
バ

ー
の

現
場

で
の

経
験

等
を

踏
ま

え
て

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
ま

で
に

最
終

化
さ

れ
る

予
定

で
あ

る
。

 
 


 

3
-
3
. 
T
ra

in
in

gs
 a

n
d 

w
o
rk

sh
o
ps

 o
n
 h

o
w

 t
o
 f

ac
ili

ta
te

 a
w

ar
e
n
es

s 
ac

ti
vi

ti
e
s 

fo
r 

c
o
u
n
te

rp
ar

t 
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
(2

年
次

か
ら

は
タ

ス
ク

フ
ォ

ー
ス

を
対

象
)は

啓
発

活
動

の
内

容
や

手
順

に
関

す
る

O
J
T

を
受

講
し

た
。

合
計

、
1
5

回
の

講
義

や
訓

練
が

実
施

さ
れ

た
結

果
、

タ
ス

ク
フ

ォ
ー

ス
・
メ

ン
バ

ー
は

啓
発

活
動

を
実

施
す

る
に

必
要

な
知

識
・
技

術
を

習
得

し
、

自
ら

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

進
行

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

 
 


 

3
-
4
. 
C

o
n
du

c
t 

o
f 
aw

ar
e
n
e
ss

 a
c
ti
vi

ty
 a

t 
le

as
t 

o
n
c
e
 i
n
 e

ac
h
 z

o
n
e
 

タ
ス

ク
フ

ォ
ー

ス
の

設
立

後
、

啓
発

活
動

の
年

間
活

動
計

画
が

作
成

さ
れ

た
。

活
動

計
画

に
基

づ
き

、
合

計
1
7

回
の

啓
発

プ
ロ

グ
ラ

ム
、

2
回

の
避

難
訓

練
、

3
回

の
図

上
訓

練
が

実
施

さ
れ

た
。

こ
れ

ら
の

活
動

を
通

じ
、

合
計

約
2
0
0
0

人
の

対
象

地
域

の
住

民
が

啓
発

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

参
加

し
た

が
、

こ
れ

は
対

象
地

域
に

住
む

2
0

万
人

の
約

1
％

に
相

当
す

る
。

し
か

し
、

学
校

を
中

心
に

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
に

よ
り

、
教

育
関

係
者

間
、

生
徒

を
通

じ
て

、
他

の
学

生
や

家
族

・
友

人
へ

の
波

及
効

果
が

見
込

ま
れ

る
。

な
お

、
啓

発
活

動
は

洪
水

常
襲

地
域

で
あ

る
ゾ

ー
ン

を
優

先
的

に
選

定
し

た
た

め
、

比
較

的
被

害
の

少
な

い
ゾ

ー
ン

2
と

8
で

は
実

施
さ

れ
て

い
な

い
。

 
 



添
付

資
料

3 
評

価
グ

リ
ッ

ド
（

結
果

）
 

 4

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

4
 


 

4
-
1
. 
R

e
vi

se
d 

fl
o
o
d
 r

e
lie

f 
pl

an
 f
o
r 

e
ac

h
 y

e
ar

 
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

、
関

連
機

関
の

①
指

揮
・
命

令
系

統
、

②
情

報
伝

達
シ

ス
テ

ム
、

③
役

割
の

明
確

化
や

情
報

伝
達

の
効

率
化

に
焦

点
を

置
き

、
2
0
0
8

年
、

2
0
0
9

年
の

F
R

P
の

改
訂

作
業

の
際

に
技

術
的

な
ア

ド
バ

イ
ス

を
行

っ
た

。
 
上

記
の

他
、

F
R

P
の

改
訂

過
程

で
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
り

新
た

に
導

入
・
改

訂
さ

れ
た

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
、

啓
発

活
動

、
警

報
基

準
、

サ
イ

レ
ン

・
パ

タ
ー

ン
等

も
追

記
さ

れ
た

。
 

 


 
4
-
2
. 
M

e
th

o
d 

fo
r 

in
fo

rm
at

io
n
 s

h
ar

in
g 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
情

報
共

有
の

改
善

を
通

じ
、

関
連

機
関

の
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
の

強
化

に
貢

献
し

た
と

言
え

る
。

具
体

的
な

手
段

と
し

て
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

と
い

う
共

通
の

目
標

を
掲

げ
、

月
例

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

会
議

、
J
C

C
会

議
、

タ
ス

ク
フ

ォ
ー

ス
会

議
な

ど
の

情
報

共
有

の
場

を
定

期
的

か
つ

密
に

提
供

し
て

き
た

。
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
に

対
す

る
聞

き
取

り
調

査
を

通
じ

て
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

後
も

F
F
C

は
調

整
機

関
と

し
て

の
役

割
を

継
続

し
、

ラ
イ

ヌ
ラ

ー
流

域
の

洪
水

危
機

管
理

体
制

の
改

善
に

向
け

た
関

連
機

関
の

連
携

を
強

め
て

い
く
べ

き
で

あ
る

と
の

意
見

が
多

数
表

明
さ

れ
て

お
り

、
ま

た
、

F
F
C

自
身

か
ら

も
そ

う
し

て
い

く
と

の
発

言
が

聞
か

れ
て

い
る

。
現

在
、

F
F
C

は
関

連
機

関
の

代
表

者
を

召
集

し
、

よ
り

包
括

的
な

洪
水

対
策

を
協

議
す

る
場

と
し

て
、

ス
テ

ア
リ

ン
グ

・
コ

ミ
ッ

テ
ィ

の
設

立
を

検
討

中
で

あ
る

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
期

間
中

、
日

本
側

と
パ

キ
ス

タ
ン

側
の

投
入

は
概

ね
計

画
と

お
り

に
実

施
さ

れ
た

こ
と

が
確

認
さ

れ
た

。
 

投
入

の
実

施
状

況
 

投
入

実
績

で
報

告
さ

れ
た

問
題

点
：
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

質
問

票
及

び
聞

き
取

り
調

査
の

結
果

に
よ

る
と

、
機

材
の

維
持

管
理

、
水

文
学

の
分

野
で

、
専

門
家

の
滞

在
期

間
が

十
分

で
は

な
か

っ
た

と
の

意
見

が
多

く
寄

せ
ら

れ
た

。
ま

た
、

パ
キ

ス
タ

ン
側

の
投

入
に

関
し

て
は

、
P

D
M

で
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

お
い

て
実

施
す

る
啓

発
活

動
及

び
避

難
訓

練
の

費
用

は
2

年
目

か
ら

は
パ

キ
ス

タ
ン

側
が

負
担

す
る

と
明

記
さ

れ
て

お
り

、
啓

発
活

動
に

係
る

管
理

責
任

や
実

施
技

術
は

タ
ス

ク
フ

ォ
ー

ス
に

移
転

さ
れ

た
も

の
の

、
円

滑
な

活
動

の
実

施
に

不
可

欠
な

予
算

執
行

に
つ

い
て

は
終

了
時

評
価

調
査

実
施

中
は

確
認

で
き

ず
、

今
後

と
も

関
係

機
関

の
フ

ォ
ロ

ー
が

必
要

で
あ

る
。

 

2
．

実
施

プ
ロ

セ
ス

（
IM

P
L
E
M

E
N

T
A

T
IO

N
 P

R
O

C
E
S
S

) 

 
調

査
小

項
目

 
結

果
 

全
て

完
了

し
た

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
期

間
中

、
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

頻
繁

な
異

動
や

治
安

の
悪

化
な

ど
の

外
部

要
因

の
影

響
を

受
け

た
が

、
P

D
M

で
計

画
さ

れ
た

2
5

つ
の

活
動

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
期

間
内

に
全

て
完

了
し

た
。

し
か

し
、

機
材

の
維

持
管

理
、

啓
発

活
動

の
継

続
、

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の

改
良

等
、

引
き

続
き

パ
キ

ス
タ

ン
側

に
よ

り
継

続
さ

れ
、

改
善

さ
れ

る
べ

き
点

も
残

っ
て

い
る

。
 

活
動

の
実

績
 

阻
害

要
因

は
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

異
動

、
治

安
の

悪
化

で
あ

る
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
体

制
 

良
好

で
あ

っ
た

。
良

好
な

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

下
、

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

は
日

常
業

務
の

技
術

的
な

問
題

・
課

題
を

日
本

人
専

門
家

と
十

分
に

協
議

す
る

機
会

を
得

て
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
活

動
に

積
極

的
に

参
加

で
き

る
環

境
が

整
っ

て
い

た
。

 

技
術

移
転

 
良

好
で

あ
っ

た
。

ほ
と

ん
ど

全
て

の
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
は

日
本

人
専

門
家

に
よ

る
技

術
移

転
の

内
容

は
彼

ら
の

技
術

ニ
ー

ズ
と

合
致

し
て

お
り

適
切

で
あ

っ
た

と
明

言
し

て
い

る
。

そ
れ

ゆ
え

、
高

い
オ

ー
ナ

ー
シ

ッ
プ

を
持

っ
て

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
参

加
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

オ
ー

ナ
ー

シ
ッ

プ
 

概
ね

良
好

で
あ

っ
た

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
参

加
へ

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
高

め
る

手
段

と
し

て
、

会
議

や
研

修
へ

の
出

席
率

を
C

P
会

議
な

ど
の

場
で

公
表

す
る

と
言

っ
た

工
夫

も
行

わ
れ

て
い

る
。

 

実 施 プ ロ セ ス 

そ
の

他
関

係
機

関
と

の
連

携
 

概
ね

良
好

で
あ

っ
た

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

情
報

共
有

の
改

善
を

通
じ

、
関

連
機

関
の

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

の
強

化
に

貢
献

し
た

と
言

え
る

。
具

体
的

な
手

段
と

し
て

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
と

い
う

共
通

の
目

標
を

掲
げ

、
月

例
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
会

議
、

J
C

C
会

議
、

タ
ス

ク
フ

ォ
ー

ス
会

議
な

ど
の

情
報

共
有

の
場

を
定

期
的

か
つ

密
に

提
供

し
た

。
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3
．

妥
当

性
（
R

E
L
E
V

A
N

C
E
)プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

は
妥

当
で

あ
る

か
？

 

 
調

査
小

項
目

 
結

果
 

優
先

度
・
必

要
性

 
ラ

イ
ヌ

ラ
ー

川
は

パ
キ

ス
タ

ン
の

首
都

圏
に

位
置

す
る

イ
ス

ラ
マ

バ
ー

ド
市

と
ラ

ワ
ル

ピ
ン

デ
ィ

市
と

い
っ

た
パ

キ
ス

タ
ン

国
内

で
も

人
口

密
度

の
高

い
地

域
を

流
れ

る
中

小
規

模
の

河
川

で
あ

り
、

過
去

の
災

害
デ

ー
タ

に
よ

る
と

3
年

に
1

回
の

頻
度

で
洪

水
が

生
じ

て
い

る
。

こ
の

よ
う

な
背

景
か

ら
も

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
の

必
要

性
・
優

先
度

は
高

い
。

 
妥 当 性 

手
段

の
適

正
性

 

実
施

機
関

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

グ
ル

ー
プ

選
定

は
適

切
で

あ
っ

た
：
洪

水
対

策
に

関
わ

る
行

政
機

関
の

職
員

を
主

要
な

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
と

し
て

い
る

。
国

家
と

し
て

の
洪

水
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
改

善
の

た
め

に
は

、
洪

水
対

策
に

関
わ

る
行

政
機

関
の

体
制

が
適

切
に

整
う

こ
と

が
必

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
第

一
義

的
な

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
と

し
て

適
切

な
選

択
で

あ
っ

た
と

い
え

る
。

第
二

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

グ
ル

ー
プ

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
対

象
地

域
の

住
民

で
あ

る
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
洪

水
対

策
に

関
わ

る
行

政
機

関
の

強
化

を
目

指
し

て
い

る
が

、
中

央
関

連
省

庁
の

み
な

ら
ず

地
方

行
政

組
織

で
あ

る
県

庁
と

も
密

な
連

携
を

図
っ

て
お

り
、

結
果

的
に

は
洪

水
常

襲
地

域
に

住
む

人
々

に
裨

益
す

る
こ

と
が

期
待

で
き

る
。

 

4
.有

効
性

 
（
E
F
F
E
C

T
IV

E
N

E
S
S
）
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
に

よ
り

、
期

待
さ

れ
て

い
た

効
果

は
発

現
す

る
か

？
 

 
調

査
小

項
目

 
結

果
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
度

 上
記

、
実

績
で

記
載

し
た

と
お

り
。

 
そ

れ
ぞ

れ
の

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
達

成
状

況
か

ら
鑑

み
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

通
じ

て
、

関
連

機
関

の
洪

水
危

機
管

理
能

力
は

強
化

さ
れ

た
と

い
え

る
。

 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
達

成
に

よ
り

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
は

も
た

ら
さ

れ
て

い
る

。
 

な
お

、
他

ド
ナ

ー
に

よ
る

類
似

案
件

等
は

報
告

さ
れ

て
い

な
い

。
 

促
進

要
因

：
長

期
間

に
わ

た
る

日
本

の
支

援
に

よ
っ

て
築

か
れ

た
信

頼
関

係
 

有 効 性 

因
果

関
係

 

阻
害

要
因

：
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

異
動

、
治

安
の

悪
化

 

5
.効

率
性

（
E
F
F
IC

IE
N

C
Y
）
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
効

率
的

に
実

施
さ

れ
た

か
？

 

 
調

査
小

項
目

 
結

果
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
達

成
度

 
上

記
実

績
で

記
載

し
た

と
お

り
。

 

因
果

関
係

 
特

に
問

題
は

な
い

。
 

効 率 性 

タ
イ

ミ
ン

グ
 

日
本

側
の

投
入

に
関

し
て

は
、

投
入

量
、

質
、

タ
イ

ミ
ン

グ
の

面
で

総
じ

て
適

切
で

あ
っ

た
と

判
断

し
た

。
日

々
の

活
動

や
研

修
等

を
通

じ
て

移
転

さ
れ

た
技

術
も

適
切

に
活

用
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
た

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

お
い

て
実

施
す

る
啓

発
活

動
及

び
避

難
訓

練
の

費
用

は
2

年
目

か
ら

は
パ

キ
ス

タ
ン

側
が

負
担

す
る

と
明

記
し

て
い

る
。

啓
発

活
動

に
係

る
管

理
責

任
や

実
施

技
術

は
タ

ス
ク

フ
ォ

ー
ス

に
移

転
さ

れ
た

が
、

円
滑

な
活

動
の

実
施

に
不

可
欠

な
予

算
は

終
了

時
評

価
調

査
実

施
時

点
で

は
支

出
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
。

こ
の

点
に

つ
い

て
日

本
側

の
評

価
調

査
団

は
、

C
D

G
R

関
係

者
と

と
も

に
予

算
執

行
の

支
障

対
応

に
関

す
る

打
合

せ
を

行
い

、
そ

の
場

に
て

必
要

な
書

類
手

続
き

の
確

認
を

行
っ

た
。

そ
の

他
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

の
効

率
性

に
影

響
を

与
え

て
い

る
外

部
要

因
と

し
て

、
C

D
G

R
職

員
の

高
い

離
職

率
が

挙
げ

ら
れ

る
。

パ
キ

ス
タ

ン
で

は
、

人
事

異
動

は
突

然
行

わ
れ

、
後

任
者

へ
の

引
き

継
ぎ

が
行

わ
れ

な
い

ま
ま

、
移

動
命

令
の

出
た

当
日

に
移

動
し

て
し

ま
う

こ
と

も
あ

り
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

の
効

率
性

に
マ

イ
ナ

ス
の

影
響

を
与

え
た

と
言

え
る

。
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6
.イ

ン
パ

ク
ト

 
（
IM

P
A

C
T
）
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

に
よ

る
波

及
効

果
は

あ
る

か
？

 

 
調

査
小

項
目

 
結

果
 

上
位

目
標

の
達

成
見

込
み

上
記

実
績

で
記

載
し

た
と

お
り

。
 

因
果

関
係

 
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
よ

う
な

非
構

造
物

対
策

に
加

え
、

対
象

地
域

に
お

い
て

長
期

的
な

観
点

か
ら

根
本

的
に

洪
水

被
害

を
軽

減
す

る
た

め
に

は
、

構
造

物
対

策
も

重
要

な
要

素
で

あ
り

、
パ

キ
ス

タ
ン

側
で

引
き

続
き

検
討

す
べ

き
で

あ
る

。
 

政
策

レ
ベ

ル
の

イ
ン

パ
ク

ト
：
‘
D

is
tr

ic
t 
D

is
as

te
r 
M

an
ag

e
m

e
n
t 
P

la
n
 2

0
0
9
 R

aw
al

pi
n
di

が
C

D
G

R
の

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

に
よ

り
作

成
さ

れ
、

2
0
0
9

年
8

月
に

D
C

O
（県

補
佐

役
）
に

承
認

さ
れ

た
。

 

イ ン パ ク ト 

波
及

効
果

 
草

の
根

レ
ベ

ル
の

イ
ン

パ
ク

ト
と

し
て

は
、

地
域

住
民

は
そ

れ
ま

で
警

報
局

の
機

能
を

理
解

し
て

い
な

か
っ

た
が

、
啓

発
活

動
に

参
加

し
、

そ
の

機
材

が
自

ら
の

生
命

や
財

産
を

守
る

上
で

重
要

な
機

能
を

果
た

し
て

い
る

こ
と

を
理

解
し

た
。

そ
れ

以
来

、
警

報
局

で
何

ら
か

の
異

常
を

発
見

す
る

と
自

発
的

に
レ

ス
キ

ュ
ー

1
1
2
2

に
通

報
す

る
よ

う
に

な
っ

た
と

い
う

事
例

が
報

告
さ

れ
て

い
る

。
 

7
.自

立
発

展
性

（
S

U
S

T
A

IN
A

B
IL

IT
Y
）
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
効

果
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
継

続
・
発

展
し

て
い

く
か

？
 

 
調

査
小

項
目

 
結

果
 

政
策

・
制

度
面

 
F
F
C

に
よ

っ
て

作
成

さ
れ

た
「
国

家
洪

水
防

御
計

画
IV

」
(2

0
0
7
-
20

1
6
)に

よ
る

と
パ

キ
ス

タ
ン

政
府

は
、

洪
水

被
害

軽
減

に
焦

点
を

置
き

、
 ①

 費
用

対
効

果
の

高
い

洪
水

対
策

、
 ②

 既
存

の
洪

水
制

御
シ

ス
テ

ム
の

有
効

活
用

、
③

河
川

流
域

に
お

け
る

洪
水

に
対

す
る

啓
発

の
促

進
と

適
応

等
を

掲
げ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

政
策

面
か

ら
の

支
援

の
持

続
性

は
担

保
さ

れ
て

い
る

。
 

組
織

/
体

制
面

・
財

政
面

 
タ

ス
ク

フ
ォ

ー
ス

の
組

織
的

な
継

続
性

と
い

う
観

点
か

ら
は

、
啓

発
活

動
実

施
に

必
要

な
能

力
の

あ
る

人
員

が
配

置
さ

れ
て

い
る

も
の

の
、

F
F
C

や
D

C
G

R
か

ら
制

度
・
組

織
的

な
サ

ポ
ー

ト
と

円
滑

な
予

算
執

行
が

行
わ

れ
な

い
限

り
、

タ
ス

ク
フ

ォ
ー

ス
の

活
動

の
継

続
は

困
難

で
あ

る
。

 

技
術

面
 

F
F
W

S
や

D
P

C
C

の
技

術
ア

ド
バ

イ
ス

を
行

う
任

務
に

あ
る

P
M

D
職

員
は

、
機

材
の

修
理

技
術

と
い

う
点

か
ら

は
未

だ
十

分
な

レ
ベ

ル
に

あ
る

と
は

言
い

難
く
、

同
分

野
に

対
す

る
フ

ォ
ロ

ー
が

必
要

で
あ

る
。

 

自 立 発 展 性 

そ
の

他
 

J
IC

A
に

よ
る

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
の

必
要

性
：
無

償
資

金
協

力
に

よ
り

供
与

さ
れ

た
F
F
W

S
や

 D
P

C
C

機
材

の
故

障
対

応
・
修

理
に

関
す

る
P

M
D

職
員

を
対

象
と

し
た

研
修

を
提

案
す

る
。

加
え

て
、

P
M

D
職

員
が

、
将

来
的

に
人

口
動

態
や

都
市

化
等

の
流

域
環

境
の

変
化

を
踏

ま
え

、
既

存
の

洪
水

シ
ュ

ミ
レ

ー
シ

ョ
ン

モ
デ

ル
の

パ
ラ

メ
ー

タ
を

改
良

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
長

期
的

な
観

点
か

ら
洪

水
予

測
の

正
確

性
を

担
保

す
る

た
め

の
技

術
的

な
支

援
が

必
要

で
あ

る
。
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